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伊方発電所１号機の廃止措置計画について

＜図－１＞廃止措置の全体工程
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１．全体概要

○伊方発電所１号機の廃止措置については、付着した放射性物質の調査および各設
備の解体作業等を確実かつ安全に進めるため、以下のとおり、全体を４段階に区
分し、約４０年かけて実施する。

（図－１参照）

・第１段階：解体工事準備期間（約１０年）

１号機に貯蔵中の使用済燃料および新燃料の搬出、放射性物質の付着状況調

査・除去、管理区域内設備の解体計画作成ならびに管理区域外設備の解体撤

去を開始する。

・第２段階：原子炉領域周辺設備解体撤去期間（約１５年）

第１段階で作成した解体計画に基づき、原子炉領域を除く管理区域内設備の

解体撤去を開始する。原子炉領域設備については、引き続き、解体計画を作

成するとともに、安全貯蔵を行うことにより、放射能を減衰させる。

・第３段階：原子炉領域設備等解体撤去期間（約８年）

第２段階で作成した原子炉領域設備の解体計画に基づき、原子炉領域設備の

解体撤去を開始する。

・第４段階：建家等解体撤去期間（約７年）

建家等を解体撤去する。全ての放射性廃棄物の処理処分を行い、廃止措置

を終了する。

○今回取りまとめた廃止措置計画は、これら４段階の全体概要と第１段階の詳細
計画である。

管理区域内設備の解体計画作成
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２．燃料の取扱い

○１号機に貯蔵している燃料は、第１段階の期間中に、以下のとおり対応する。

・使用済燃料２３７体は、３号機の使用済燃料ピットに搬出する。

・新燃料９６体は加工事業者に搬出する。

原子炉領域設備の解体計画の作成

放射性廃棄物（運転中に発生した放射性廃棄物および解体に伴い発生する放射性廃棄物）の処理処分

付着した放射性物質の除去

放射性物質の付着状況の調査

管理区域外設備の解体撤去


